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　平成 24年 3月 12日に，附属図書館本館メインホー
ルに震災関連資料を集めた「震災ライブラリー」を設
置した。ラーニングコモンズ設置等に伴う館内工事の
ため，平成 24年 8月から利用不可であったが，平成 24
年 12月より再開している。当初は図書 600冊程度での
























































































　平成 24年 5月 27日には， 図書館総合展運営委員会と



















































　また，平成 25年の 4月から 6月にかけて実施される
観光キャンペーン「仙台・宮城デスティネーションキャ
ンペーン」で，宮城に観光で訪れた方が震災の記録を
見ることのできる施設として，附属図書館がパンフレッ
4．今後に向けて
　神戸大学附属図書館（当時）の稲葉氏が，阪神・淡
路大震災のアーカイブ活動に関する講演で述べていた
ことの中で，「利活用を常に意識すること」ということ
が記憶に残っている。資料が利活用されるためには，
検索しやすいメタデータの整備や，企画展示など，資
料を取り巻く要素も関係するが，最も重要なのは，利
用する価値のある資料を見極めて，利用できるように
提供し，残していくことだと感じる。そして，その作
業を一過性のものではなく，今後長期に渡って継続し
ていくことが重要である。
　これを実現するには，震災アーカイブの活動をプロ
ジェクト的な活動で終わらせたり，収集した資料を，
節目の日にだけ焦点のあたる特殊コレクションとして
後世に引き継ぐのではなく，今を生きる人達に日常的
に活用してもらえるようにする必要がある。東日本震
災は防災・減災といったテーマだけでなく，あらゆる
分野に影響を与えており，震災に直接，間接に関係す
る資料は「震災ライブラリー」所蔵資料以外にも多数
含まれている。兵庫県立図書館の方から，震災は地域
の歴史の一部として位置付けている，という話を伺っ
たが，必要な資料を必要な方に届けるという図書館の
日常業務の中に，震災資料を位置付けていくことが継
続の鍵だと感じる。
　また，資料を図書館だけで集めることは不可能であ
る。学内で震災に関連する研究を行っている教員はも
とより，東北大学の学生ボランティアを組織している
「東日本大震災学生ボランティア室」や，被災地の復
興に寄与する人材を大学間ネットワークを活かして育
てるために開設された「復興大学」などの組織を通じて，
学生や教員と協力した活動を行うことが欠かせない。
　最後になったが，キャンペーンポスターの制作でお
世話になった saveMLAKの岡本氏，アルファデザイン
の皆様，制作のための義援金を寄付頂いた皆様，図書
館総合展への出展にご協力を頂いた図書館総合展運営
委員会の皆様，資料のご寄贈，電子化及びインターネッ
ト公開にご協力頂いた皆様に感謝を申し上げる。引き
続きご支援とご協力をお願いしたい。
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トで紹介されることになっている。「るるぶ」無料版に
も掲載予定であり，震災記録は観光資源としても注目
を集めているようである。
　ただし，大学図書館として震災アーカイブを公開す
る以上，震災関連資料を単なる観光資源ではなく，大
学の活動を一般の方に知って頂くとともに，市民生活
と大学の研究，教育をつなげる足がかりとしたいと考
えている。
